
令和 5 年度 東区地域包括ケア推進会議 議事録 

１．日    時：令和 5 年 11 月 27 日（月）19：00～20：00 

２．場    所：東区保健福祉センター1 階 講堂 

３．出 席 者：委員 18 名・事務局 9 名・その他 1 名 計 28 名 

４．会議次第：    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．議事内容 

議題１）東区概況について、報告。 

事務局       資料（1）・（２）・（３）について説明 

議題２）地域ケア会議について、報告。 

事務局 資料（1）・（２）・（３）・（4）について説明 

委員 資料（4）各専門部会からの報告・提案について福岡市地域包括ケアシステム推進

会議へ提出することを承認する。 

 

議題３）意見交換 

委員長 高齢者が望む場所で、介護が必要になっても住み続けることができるよう地域包括

ケアシステムの構築、実働に日々取り組んでいるが、この３年は新型コロナによる影

響を大きく受けいまだ以前のままとは言えない状況。 

 その中で、うまくいっている事、検討が必要なことなど、情報共有・意見交換を行

う。どうぞ自由に意見をお願いしたい。 

２０２５年に向かって介護人材も１万人足りないと言われている。自治会等も人手・

人材がたりないのではないか。民生委員の後任がいないなど困っていることがあれ

ば情報共有を。 

委員 認知症の人の行方不明についてメディア（クローズアップ現代）に取り上げられて

いた。若年性認知症は 14～１５年前にメディア（NHK）でテーマになっていたので、

懐かしいと思った。若年性認知症の妻が行方不明になり○〇警察署で保護された

ことがある。「捜してメール」登録状況は増えているのか。 

事務局 福岡市見守りネットワーク事業の登録数として、市はやや減少、東区は増加。見守り

ネットワーク事業に登録する際に「捜してメール」の登録を一緒にしてもらうように啓

発をお願いしている。 

１．開会 

  ２．委員紹介 

  ３．議題 

    1）東区概況 

 （1）統計報告、（2）相談状況、（3）介護予防・認知症関連事業 

    2）地域ケア会議 

           （1）個別支援会議、（2）高齢者地域支援会議、（3）圏域連携会議、（4）専門部会 

    3）意見交換 

４．閉会    



委員 徘徊している人を立て続けに３人支援した。捜してメールや GPS のことを介護者が

知ると良い。見守りネットワーク事業は施設からの登録ができるのか。 

事務局 申請者自体は家族。住宅型であれば施設からの届け出を受けることはある。 

委員 捜してメールについては福岡市のホームページにも載っている。 

アルツハイマー型認知症の人は空間認知能力が低下する。そのため自宅周りで迷

うことがある一方、交通機関で博多まで行き帰ってこられることもある。 

委員 昔は認知症であることを家族が周囲に言わなかった。今は家族からの公表が恥ず

かしいことではないと広まり良いことだと思っている。 

委員 毎日公民館に来る人がいる。スマホの充電ができないと訴えあり。振込用紙の手助

けのため、本人の了承のもと通帳を確認すると全額下ろしており、口座引き落としが

できない状態だった。自分は生活支援・介護予防部会に入っているが、権利擁護部

会にも相談したい。 

東区社会福

祉協議会 

福岡市の日常生活自立支援事業も利用できる。認知症のある人でも契約能力が

ある方であれば利用できる。 

事務局 このような場合、いきいきセンターにつないでいただければ、必要時成年後見制度

の利用も考えていく。 

委員 本人の了承のもと通帳の確認は可。本人は後から頼んだことを忘れてしまう可能性

があるため、注意は必要。日常生活自立支援事業などの公的な制度につなぐこと

が適切ではないだろうか。 

委員 成年後見制度の毎月の費用はどのくらいかかるのか。 

委員 その人の資産や収支をみて裁判所が決める。 

委員 成年後見制度には報酬助成制度が使える事もある。福岡市は助成の対象者も拡

大している。 

委員 本人が認知症を認めないときは対応が難しい。専門医につながらない。その人の住

んでいるところで、電気・ガス・水道の業者が、ライフラインを止める前にいきいきセ

ンターや行政に相談する世界になってほしい。市に意見をあげてほしい。 

委員長 （まとめ） 

在宅医療や在宅看護、訪問リハなど高齢者が在宅で医療や介護サービスを受ける

ことが可能になっている。大切なのは外に出ていくこと。車いすでもストレッチャーで

も、地域のカフェなど公民館へも出かけてほしい。外来の医療機関にも出かけてほ

しい。 

高齢者が望む場所で安心して生活することを目指す、地域包括ケアシステム構築

の要となるのは、本日お集りの皆様の所属団体が連携していくことだと思うため、協

力をお願いしたい。 

事務局 地域包括ケアシステムは行政だけで作り上げ継続できるものではない。皆様各団

体のお力を得て、一緒に共働していくシステムであるため、今後も協力をお願いし

たい。 

 


